
令和 4 (2022) 年度 科　シラバス

単位数 2 1年 文理

１．学習の達成目標

２．学習方法等（授業担当者からのメッセージ）

３．学習評価

４．学習および評価計画 ※評価の観点：（a）知識・技能、（b）思考・判断・表現、（c）主体的に学習に取り組む態度

月 時数

3

主な評価方法

選択必修

芸術

科目 音楽Ⅰ 履修規定 全クラス

科目ごとの評価
の観点の趣旨

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景
などとの関わりについて理解し、創意工夫
を生かした音楽表現をするために必要な
技能を身につける。

自己のイメージをもって音楽表現を創意
工夫することや、音楽を評価しながら良さ
や美しさを味わって聴くことができるように
する。

主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取
り組み、生涯にわたり音楽を愛好する心情
を育むとともに、感性を高め、音楽文化に
親しみ、音楽によって生活や社会を豊かな
ものにしていく態度を養う。

・合唱や器楽アンサンブルでの

　意欲や対話的活動

・実技への取り組みと実技テスト

・歌唱テスト

前
　
期

4

①今月の歌
②ドイツ・リートの歌唱
③楽典

①校歌、翼をください
②春への憧れ（１部原語）
③音符とリズム

8

①今月の歌
②ミュージカル鑑賞

①少年時代
②映画
「サウンド・オブ・ミュージック」

①今月の歌
②ミュージカル・ナンバー
　の歌唱

①少年時代
②サウンド・オブ・ミュージック

定期考査の中で
筆記テスト
（楽典・楽曲の理解・
 西洋音楽史　等）

第
３
回

14

9

10

5

①今月の歌
②ドイツ・リートと
カンツォーネの歌唱
③楽典

①A Whole New World
②野ばら（１部原語）
  オー・ソレ・ミオ（原語）
③音名

第
１
回

10

7

①今月の歌
②ミュージカル・ナンバー
　の歌唱
③楽典

①夏の思い出
②エーデスワイス
③表情記号

6

①今月の歌
②イタリア古典歌曲の歌唱
③楽典

①空もとべるはず
②Caro mio ben（原語）
③強弱記号

第
２
回

歌唱実技テスト
　既習曲を独唱
・音程やリズム
・歌詞の正確さ
・音楽的な解釈と表現

・校歌の意味・解釈が理解できて
いる(b)

・楽曲に対して、発声法・呼吸法
を意識して、正しい音程・リズム
等で演奏できている(a)

・楽曲の原詩の持つイメージを理
解し、表現しようとしている(b)

・世界各国の歌曲・音楽の特徴・
文化を理解しようとする(b)

・ミュージカルの素晴らしさ、音
楽と劇との関わりを感じ取る(b)

・ミュージカルの内容を理解し、
そのナンバーを表現する(a)

・クラシックとポップスなどのさ
まざまなジャンルに親しむ(b)

教科書 副教材 ＭＵＳＩＣ　ＮＯＴＥ（啓隆社） 担当者ＯＮ！１（音楽之友社）

歌唱、器楽、鑑賞等の幅広い活動を通して、我が国及び諸外国の様々な音楽に触れ、感性を働かせ、音や音楽を形作っている要素を捉
え、自己のイメージや感情、音楽の文化的・歴史的背景とを関連付けることで、生活や社会の中の音や音楽、音楽文化と幅広く関わる資
質・能力を育成する。このことで音楽文化を継承・発展、創造することにつなげ、音楽を愛好し豊かな人間性や社会性を養う。
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①器楽
リコーダー・アンサンブル
（コロナ禍の場合は、
キーボード）

①ある愛の詩（リコーダー）

キーボードの場合は、連弾演奏を基本

2

①器楽
リコーダー・アンサンブル
（キーボード）
②今月の歌

第
５
回

後
　
期

①ある愛の詩（リコーダー）

キーボードの場合は、連弾演奏を基本
②校歌（復習・式典用）

①クリスマス・ソング
②バロック・古典派時代の鑑賞

リコーダー・
アンサンブル
（または、キーボード・
アンサンブル）の
実技テスト
・音程やリズム
・演奏の正確さ
・音楽的な解釈と表現

14

11

①今月の歌
②合唱曲
③西洋音楽史

①ダニーボーイ
②合唱曲「聞こえる」
③西洋音楽史概説と鑑賞

第
４
回

10

①今月の歌
②合唱曲
③楽典

①赤とんぼ
②合唱曲「聞こえる」
③楽曲中の音楽用語

12

①今月の歌
②西洋音楽史

・合唱曲を通して、自分のパート
の音程やリズムを正確に演奏する
(a)

・合唱曲の内容を理解し、歴史的
背景や世界の情勢について考える
(b)

・アンサンブルをする大切さ、協
働する喜びを感じる(c)

・音楽史を学び、いろいろな国の
音楽の知識が身についている(b)

○「歌唱」に関しては、表現に関わる知識や技能を身につけ、個性豊かに創意工夫していこう。上手下手でなく積極的なチャレンジをしよう。

　　クラシックから最近のポップスの曲まで、様々な曲種独特の発声や表現形態を知ろう。

○合唱や合奏は、文字通り「アンサンブル＝他者との調和」が大切です。音色や演奏法に関わりを楽しみ、音によるコミュニケーションを楽しもう。

○「鑑賞」に関しては、音楽的特徴と文化的・歴史的背景や他の芸術との関わりを感じながら、それぞれの音楽の良さや素晴らしさを味わおう。

考査範囲学習項目 学習内容 評価基準

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現力 主体的に学習に取組む態度

・リコーダーまたはキーボードの

　実技テスト

・筆記テスト

・歌唱テストや器楽実技テストについて

・楽器の演奏を通して、技術が身
につき楽譜を読む力がつく(a)

・演奏する曲を理解し、その曲に
合った表現ができる(b)

・仲間と一緒に演奏することで協
調と協働する喜びを感じる(c)

　の自己評価・感想

・楽曲についてのグループ学習

・鑑賞記録



令和 4 (2022) 年度 芸術

単位数 2 1年 文系

１．学習の達成目標

２．学習方法等（授業担当者からのメッセージ）

３．学習評価

４．学習および評価計画 ※評価の観点：（a）知識・技能、（b）思考・判断・表現、（c）主体的に学習に取り組む態度

月 時数

3

・

・スケッチブック（アイディアスケッチ
などの思考過程）

○人それぞれに独自の捉え方、表現、発展のペースがある。うまい下手にとらわれず、自分の思いや考えなどを大切にし、粘り強く育も
う。
○課題を乗り越えていくところに人それぞれの創造性が発揮される。やり遂げる強い気持ちを持って取り組もう。

○美術展に出かけたり、美術書や様々な文化・芸術に触れたり、描いたり、作ったりなど美術体験を積極的にしよう。

○美術に限らず、社会の出来事に関心を持ち、人のあり方、生き方などを考えることも大事なことと思います。

考査範囲学習項目 学習内容 評価基準

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現力 主体的に学習に取組む態度

・

・

・

・学習活動、作品

・美術史及び用語などのまとめ

・美術Ⅰの振り返り

・作者の思いを感じ取り、表現の方
法などを批評しあう

14

11

自己の世界を表す ・共感する音楽をテーマに自己と社
会を見つめ、自分の思いを表現

・表現の工夫

第
４
回

10

絵の具と美術史 ・絵の具の組成、歴史

・北斎と近代絵画

・画材への関心が高まってい
る。(c)
・画材の発展と美術の歴史、芸
術家の表現との関りが理解でき
ている。(a)
・テーマを明確にできている。(b)
・色彩や構成、技法などを活用
し、工夫している。(b)

・自己の世界を表現するために
粘り強く追及している。(c)
・自他の作品の良さなどを感じ
取ることができている。(c)

・社会と美術文化、人間の表現
活動についての視野を広げ、理
解を深めている。(a,c)

・各時代、地域の表現様式、考
え方など理解できている。(a)
・美術の役割、価値などについ
ての考えが深まっている。( c )

12

教科書 副教材 担当者 勝野美術１（光村図書）

美術の諸活動を通し、美術のよさを感じ取り理解する知識・技能を身に着け、自分の思いや考えを表現する力を高める。自分の表現を大
切に育むとともに、美術文化の価値を深く感じ取る態度や担い手としての自覚を養う。

221
アニメーション鑑賞

作家インタビューを見る

・アニメーションの技法と表現

・現代の美術、作家の取り組み

2 美術史及びまとめ

第
５
回

後
　
期

自己の世界を表す

合評会

10

7

レタリング ・レタリングの制作手順
・点画などのポイント
・溝引き定規で線を引く

6

色彩の基礎、混色 ・色相環を作る。

・筆の使い分け、平塗りのし方

・色と色の関係を理解し、ねらっ
た色を作ることができる。(a)
・美しく色を塗ることができる。
(a)

・レタリングのポイントを理解し
て美しく描ける。(a)
・文字のデザインに対する関心
が高まっている。(c  )

第
２
回

第
３
回

14

9

10

5

デッサン基礎 ・グラデーション制作

・ものの見方、捉え方

第
１
回

前
　
期

4

オリエンテーション

鑑賞方法

・美術とは、心構え

・４ステップ鑑賞法で絵を読み解く

・高校の美術学習への意欲が
高まっている。（c)
・鑑賞のてがかりが理解でき、
方法を活用できる。(a)
・明暗の違いを感じ取り、表せ
る。(a,b)
・パース等を理解し、立体的に
捉え、表現できる。(a,b)

8

造形的視点で絵を見る ・フォーカルポイント、リーディングラ
インなど

・教科書掲載作品の考察

・造形要素の働きと作者の意図
の関係を読み取ることができ
る。(a,b)

・構造と比率などを理解して観
察でき、描くことができる。(a,b)

頭部の構造、比率研究 ・自画像の素描

主な評価方法

必修科目 美術Ⅰ 履修規定 全クラス

科目ごとの評価
の観点の趣旨

美術の知識・技能を習得できてい
る。それを他の場面でも活用できて
いる。

自分の思いや考えを習得した知識・
技能を活用して創造的に表現してい
る。

試行錯誤しながら粘り強く表現した
り、作品のよさ、美術文化の価値を
深く感じ取ろうとしている。

・学習活動（授業などの取り組み）

・スケッチブック

・自己評価や制作意図などの記述

・課外での自主的取り組み

・作品、ワークシート等の提出物



令和 4 (2022) 年度 科　シラバス

単位数 2 1年 文系

１．学習の達成目標

２．学習方法等（授業担当者からのメッセージ）

３．学習評価

４．学習および評価計画 ※評価の観点：（a）知識・技能、（b）思考・判断・表現、（c）主体的に学習に取り組む態度

月 時数

3

考査範囲学習項目 学習内容 評価基準

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現力 主体的に学習に取組む態度

・作品提出による（知識、技能の提出
による）結果

・学習活動・作品提出
・授業中の初弁内容や行動観察・生
徒による自己評価や相互評価の様
子及び記述内容

主な評価方法

科目ごとの評価
の観点の趣旨

実社会での課題解決につながる書道
の知識や技能を身につけて適切に
使っている

多様な他者と共の高め合い認め合
いながら書写書道力を高め、自分の
思いや考えを表現したりしている

書道の価値への認識を高め、深める
と共に自分の表現を、相手にわかり
やすく関わろうとする

/初歩的な隷書の学習

・漢字かな交じりの書の学習

14

11

行書の創作 ・行書による創作

第
４
回

10

行書の学習 ・蘭亭序の学習 ・蘭亭序について歴史的理解が
で
できている（a）
・行書による創作ができて自分
の表現ができている（b）

・漢字かな交じりの書の学集が
理解
できている（a）
・好きな言葉、詩歌などを積極
的に
表現しようとしている（ｃ）
・言葉や詩歌などの意味を熟考
し相手に理解しやすそうに表現
を工夫している（b）
・隷書の筆法を理解しようと積極
的に授業に取り組んでいる（a）
・自分の思いや気持ちを工夫し
て書
に表現しようとしている（c）

12

教科書 副教材 〇〇〇〇／□□□□□□／△△△△△ 担当者 齋藤書Ⅰ

漢字、かな、漢字かな交じりの書、篆刻など書の各分野の学習を通じて､豊かな人間性や社会性を身につけさせ、国際社会に生きる日本
人としての寺閣を育成する事を目指す。（１）実社会に必要な書道の知識や技能を身につけるようにする（知識及び技術）　（２）豊かに創造
し表現する活動を通じ自分の思いや考えを広げたり深めたり表現できることができるようにする（思考力、判断力、表現力）　（３）書が持つ
価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって書道に親しみ、事故を向上させ、わが国の書道文化の担い手としての自覚を持ち書を通
じて他者や社会に関わろうとする態度を養う。（学びに向かう態度人間性等）

22
1 漢字かな交じりの書の学

習

・条幅作品への漢字仮名交じりの書
の
応用学習

2 ・隷書の学習

第
５
回

後
　
期

漢字かな交じりの書の学
習

10

7

楷書の学習 ・初唐の楷書の臨書

6

篆刻の学習 ・氏名印の制作 ・氏名が篆書で理解できている
(a)
・篆刻の技法が習得できている
(b)
・初唐楷書の技法が習得できて
いる
(b)

第
２
回

第
３
回

14

9

10

5

かなの書の学習 古筆の臨書
変体仮名の習得
半懐紙への制作

第
１
回

前
　
期

4

書道概要 書写と書道の違い ・書写書道の違いが理解できて
いる
(a)
・かな書道の筆遣いが理解でき
ている(b)
・変体仮名の知識が身について
いる
(b)

8

楷書の学習 ・楷書による創作 ・楷書の創作が理解できている
(a)
・他者の作品を理解しようとして
いる
(a)

楷書の学習 ・楷書による創作

芸術

科目 書道Ⅰ 履修規定 全クラス

○社会生活を円滑に営む上で必要なコミュニケーションの 基となる「書く力」を身につける為に大切な授業です。それぞれのねらい・目的
を意識しながら積極的に取り組んで下さい

○書いた文字は身近な筆記用具で書いてみるなど、授業後は振り返って内容を確認して下さい。

○授業中は、書くだけでなく、その書かれた時代背景や筆者などのも考えを巡らせて下さい。

○書道の伸長を図ることは､短時間で効率的にできることではありません。日頃から新聞、活字、看板、展示品に慣れ親しむことで書写書
道の表現力の幅を広げ豊かな書道の力をににつけるよう心がけましょう。

必修


